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インターネット・プラットフォームにおけるパブリック・フォーラム法理の適用可能性に関する一考察（二・完）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
可
能
性
に
関
す
る
一
考
察
（
二
・
完
）

─
─ 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
の
憲
法
的
統
制
に
関
す
る

予
備
的
考
察
─
─

郭
　
　
　
娜
　
　
　
娜

は
じ
め
に　

表
現
の
自
由
の
「
主
戦
場
」
の
転
換
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
の
活
用

第
一
章　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

一　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理

　

二　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は

　

三　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
類
似
性

第
二
章　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
の
課
題

　

一　

二
つ
の
課
題

　

二　

公
的
所
有
・
管
理
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
性
の
要
件
に
つ
い
て
（
以
上
、
七
一
巻
二
号
）

第
三
章　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
の
展
開

　

一　

近
時
の
裁
判
例
の
動
向

　

二　

裁
判
例
上
の
可
能
性
の
探
求
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論　　　説

　

三　

小
括

第
四
章　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
解
釈
論
上
の
論
争

　

一　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
最
近
の
展
開

　

二　

解
釈
論
上
の
可
能
性
の
探
求

　

三　

小
括

第
五
章　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
可
能
性
？

　

一　

規
制
の
実
質
論
を
中
心
と
す
る
判
断
の
仕
組
み
へ

　

二　

機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換

　

三　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
特
性
に
基
づ
く
考
察

お
わ
り
に　

今
後
の
課
題
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
の
展
開

　
　

一　

近
時
の
裁
判
例
の
動
向

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
場
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に

対
し
、
連
邦
最
高
裁
と
下
級
裁
判
所
は
ま
だ
明
確
な
立
場
を
打
ち
出
せ
て
い
な
い
。
最
近
の
一
連
の
判
決
を
見
る
と
、
連
邦
最
高
裁
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、
公
的
な
財
産
で
あ
る
部
分
に
お
い
て
さ
え
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法

理
を
拡
大
適
用
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
立
場
を
採
用
す
る
代
表
的
な
判
決
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
三
年
の
Ａ
Ｌ
Ａ
判
決
で
あ
る
。
当
該
判
決
で
は
、

子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
護
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
は
、
公
共
図
書
館
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
に
関

連
し
て
連
邦
か
ら
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
わ
い
せ
つ
ま
た
は
ポ
ル
ノ
画
像
を
排
除
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
未

（
1
）
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インターネット・プラットフォームにおけるパブリック・フォーラム法理の適用可能性に関する一考察（二・完）

成
年
が
有
害
な
素
材
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
判
決
で
問
題
に
な

っ
た
の
は
、
公
共
図
書
館
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
で
あ
っ

た
。
多
数
意
見
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
自
体
が
近
年
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
公
共
図
書
館
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
伝
統
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
し
な
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
公
共
図
書
館
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端

末
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
利
用
者
に
対
し
て
表
現
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
積
極
的
な

意
図
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
指
定
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
構
成
し
て
い
な
い
と
言
う
。
結
局
、
連
邦
最
高
裁
は
、
公
共
図

書
館
の
所
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
し

な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
護
法
は
合
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　

下
級
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
で
き
る
か
ど
う

か
が
争
わ
れ
た
判
決
が
多
数
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
場
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
に
対
し
、
否
定
的
な
立
場
を
採
用
す
る
下
級
裁
判
所
の
判
決
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
一
九
九
八
年
のBoren

判
決
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
（U

niversity of O
klahom

a

）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
し
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
学
術
研
究
を
目
的
と
し

て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
国
民
に
公
開
さ
れ
た
り
、
公
共
の
通
信
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
た
証
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、Sutliffe

判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
最
新
の
技
術
で
あ
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
長
年
わ
た
っ

て
集
会
や
市
民
同
士
の
意
見
交
換
、
公
共
問
題
の
討
議
と
い
っ
た
表
現
活
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
理
由

で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
伝
統
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
市
が
当
該
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
意
図
的
に
指
定
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
開
放
す
る
証
拠
も
な
い
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
指
定
的

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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論　　　説

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
退
け
た
。
さ
ら
に
、Putnam

 Pit

判
決
は
、
政
府
の
所
有
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

が
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
当
該
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、Perry

判
決
とCornelius

判
決
、
及

びLee
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
意
見
を
参
照
し
、
場
所
の
目
的
に
関
す
る
政
府
の
説
明
や
場
所
の
性
質
と
い
っ
た
要
素
を
考

察
し
た
。
そ
の
上
で
、
争
わ
れ
た
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
、
他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
リ
ン
ク
を
設
定
し
た
が
、

一
般
国
民
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
由
な
意
見
交
換
を
可
能
に
す
る
た
め
の
場
所
で
は
な
い
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
下
級
裁
判
所
の
態
度
は
変
化
し
始
め
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
条
件
を

満
た
す
場
合
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
す
る
と
判
示
す
る
裁
判
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二

〇
〇
三
年
のW

oods

判
決
は
、
大
手
の
企
業
を
対
象
に
し
て
議
論
す
る
た
め
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
組
織
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
し
た
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
のLavasoft

判
決
は
、
問
題
と
さ
れ
たA

d-aw
are

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
そ
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
が
情
報
を
自
由
に
交
換
で
き
る
公
開
の
場
所
で
あ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
当
た
る
と
判
断
し
た
。
そ
れ
は
、A

d-aw
are

と
そ
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
一
般
国
民
が
無
料
で
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
こ
で
自
分

の
意
見
を
投
稿
し
た
り
、
他
人
が
投
稿
し
た
情
報
を
獲
得
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
判
決
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
要
件
と
し
て
、「
一
般
国
民
が
自
由
に
情
報
交
換
で
き
る
公
開
の
場
所
」
を
提
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
のCargle

判
決
も
、
一
般
公
衆
が
無
料
で
ア
ク
セ
ス
し
、
投
稿
さ
れ
た
情
報
や
意
見
を
閲
覧
し
、
他
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
で
き
る
ヤ
フ
ー
掲
示
板
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（阪大法学）71（5-154）　1330〔2022. 1 〕



インターネット・プラットフォームにおけるパブリック・フォーラム法理の適用可能性に関する一考察（二・完）
　
　

二　

裁
判
例
上
の
可
能
性
の
探
求

　

二
〇
一
六
年
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
訴
訟
の
増
加
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に

政
府
関
係
者
が
作
成
ま
た
は
管
理
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用

す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
の
判
示
を
行
う
判
決
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
１
）Packingham

 v. N
orth Carolina

　

二
〇
一
七
年
のPackingham

判
決
は
、
連
邦
最
高
裁
が
表
現
の
自
由
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
係
に
取
り
組
ん

だ
初
期
の
事
件
の
一
つ
で
あ
る
。

　

当
該
判
決
の
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、「
以
前
は
意
見
交
換
に
お
け
る
最
も
重
要
な
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
答
え
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
─
─
一
般
的
に
は
広
大
な
民
主

的
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

「
比
較
的
無
制
限
か
つ
低
コ
ス
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
が

「
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
多
種
多
様
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
「
ユ
ー
ザ
ー
の
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
今
の
出
来
事
を
知
る
こ
と
」
や
「
現
代
の
公
共
広
場
で
話
し
た
り
聞
い
た

り
す
る
こ
と
」、「
人
間
の
思
考
と
知
識
の
広
大
な
領
域
を
探
索
す
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
私
的
な
主
体
の
意
見
を
見
聞
す
る
こ
と
」
が

実
現
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
現
代
社
会
に
お
い
て
公
道
や
公
園
の
よ

う
な
典
型
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
そ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す

る
こ
と
が
表
現
の
自
由
に
対
す
る
容
認
で
き
な
い
妨
害
を
構
成
す
る
と
主
張
し
た
。

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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論　　　説
　
（
2
）D

avison v. Randall
　

Randall

判
決
は
、
高
裁
以
上
の
審
級
で
初
め
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
た
裁
判
例
で
あ
る
。

　

当
該
判
決
に
お
い
て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
東
部
地
区
連
邦
地
裁
は
、Packingham

事
件
を
引
用
し
、
政
府
関
係
者
がFacebook

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
通
常
「
一
般
公
衆
に
よ
る
情
報
や
意
見
の
交
換
に
用
い
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
た
」
と

判
示
し
た
。
こ
の
判
示
を
踏
ま
え
、
同
地
裁
はRandall

のFacebook

ペ
ー
ジ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
し
た
と
結
論

付
け
た
。
控
訴
審
に
お
い
て
、
第
四
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ずRandall

がFacebook

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
際
に
そ
こ
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
制
限
を
設
け
て
お
ら
ず
、
一
般
公
衆
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
募
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
控
訴
裁
判
所
はFacebook

ペ
ー
ジ
が
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
」
と
判
断
し
た
。
ま
た
、

控
訴
裁
判
所
は
、「
そ
も
そ
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
完
全
な
公
有
地
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
わ
け
で
な
い
」
と
明
言
し
た
。

そ
の
上
で
、「
ユ
ー
ザ
ー
自
ら
が
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
所
有
し
て
い
る
」
と
い
うFacebook

の
利
用
規
約
を
引
用
し
、「
政
府
ま

た
は
そ
の
代
表
者
が
公
的
な
立
場
で
作
成
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
政
府
の
財
産
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
判
示
し
た
。Ran-

dall

は
当
該Facebook

ペ
ー
ジ
を
管
理
し
、
そ
こ
で
の
コ
メ
ン
ト
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
排
除
に
関
し
て
実
質
的
な
支
配
権
を
保
有
し
て

い
る
た
め
、Facebook

ペ
ー
ジ
は
政
府
言
論
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
裁
判
所
は
、
本
件
のFacebook

ペ
ー
ジ
が
「
公
開
討
論
の
場
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
作
成
」
さ
れ
、
か
つ
一
般
的
に
国
民
に
開
か
れ
、
そ
こ
で
情
報
や
意
見
を
交
換

す
る
こ
と
（
例
え
ば
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
こ
と
や
ペ
ー
ジ
上
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
）
が
で
き
る
た
め
、
政
府
言
論
と
は

質
を
異
に
す
る
対
話
の
場
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
ペ
ー
ジ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

当
た
る
と
認
定
し
、Facebook

ペ
ー
ジ
か
らD

avison

と
そ
の
コ
メ
ン
ト
を
排
除
す
る
行
為
は
観
点
差
別
に
当
た
り
、D

avison

の

表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
判
示
し
た
。

（
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（
3
）K

night First A
m

endm
ent Institute v. D

onald J. T
rum

p
　

T
rum

p

判
決
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
（D

onald J. T
rum

p

）
前
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト@

realD
on-

aldT
rum

p

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　

当
該
事
件
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
全
体
で
は
な
く
、
そ
れ
を
い

く
つ
か
の
部
分
に
分
け
た
上
で
、
そ
の
中
で
の
「
コ
メ
ン
ト
ス
レ
ッ
ド
」
と
い
う
部
分
に
絞
っ
て
、
そ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

法
理
の
適
用
可
能
性
を
検
討
し
た
。
コ
メ
ン
ト
ス
レ
ッ
ド
は
、T

w
itter

の
主
な
相
互
交
流
の
機
能
（interactive function

）
を
通

じ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
（interactive space

）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
・
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
諸
個
人
が
大
統
領
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
大
勢
の
人
達
の
間
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
当
該
事
件
で
争
点
と
さ
れ
た
の
は
、
大
統
領
に
よ
る
ツ
イ
ー
ト
自
体
で
は
な
く
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ

ン
ト
の
相
互
交
流
の
機
能
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
、
及
び
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
狭
く
特
定
的
な
権
利
で
あ
っ
た
。

　

同
地
裁
は
、
ま
ず
、Conrad

判
決
を
引
用
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
、
場
所
の
所
有
権
の
所
在
で

は
な
く
、
そ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
際
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
主
体
の
性
質
と
密
接
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
、
私
的
な
主
体

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
て
も
、
公
的
な
主
体
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
同
地
裁
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
が
物
理

性
・
地
理
性
を
欠
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
同
地
裁
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
中
に
潜
在
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
や
そ
の
利
用
実
態
と
い
っ
た
要
素
に
着
目
し
て
判
断
を
加

え
て
い
る
。
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
紹
介
文
は
「
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
、
第
四
五
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
、

（
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ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
・
」
で
あ
っ
て
、
一
般
公
衆
が
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
も
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
、
政
府
言
論
か
否
か
に
つ
い
て
、
問
題
と
さ
れ
た
場
所
が
固
有
の
選
択
性
と
希
少
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ

て
い
る
の
か
、
場
所
で
の
表
現
活
動
が
政
府
の
意
思
で
は
な
い
と
は
っ
き
り
認
識
で
き
る
の
か
、
政
府
が
場
所
を
実
際
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
事
情
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
判
断
基
準
に
基
づ
き
、
同

地
裁
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
が
政
府
言
論
で
は
な
い
と
判
断
し
、
さ
ら
に
、
大
統

領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
下
に
あ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
は
、
指
定
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
判

示
し
た
。

　

第
一
審
の
判
決
の
後
、
被
告
ら
は
控
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ

ン
ト
が
意
図
的
に
一
般
公
衆
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
公
式
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
め
る
と
と
も
に
、

自
分
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
大
統
領
の
主
張
を
退
け
た
。
そ
の
上
で
、
大
統
領
のT

w
itter

ア

カ
ウ
ン
ト
に
対
し
、
一
般
公
衆
が
制
限
な
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
開
放
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
大
統
領
の
政
策
の
発
表
、

説
明
、
擁
護
、
及
び
政
権
の
立
法
課
題
の
推
進
と
い
っ
た
公
共
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
相
互
交
流
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
次
い
で
、
同
裁
判
所
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ
た
表
現
活
動
が
政
府
言
論
に
当
た
る

と
い
う
政
府
の
主
張
を
退
け
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
判
示
し
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
審
判
決
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

三　

小
括

　

Packingham

判
決
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
重
要

性
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
さ
れ
る
た
め
の
強

（
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力
な
支
援
が
得
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
が
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
主
張
を
踏
襲

す
る
の
か
ど
う
か
は
、
な
お
定
か
で
は
な
い
。

　

ま
た
、Randall

判
決
とT

rum
p

判
決
は
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
で
、
政
府
関
係
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
が
適
用
で
き
る
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ま
で
拡
張
適
用
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
判
決
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。Randall

判
決
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
が
政
府
の
所
有
・
管
理
す
る
場
所
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
明
言
し
た
だ
け
で
な
く
、
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
す
る
か
ど
う

か
を
判
別
す
る
基
準
も
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
判
決
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
が
公
的
に
所
有
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
公
開
討
論
の
場
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
般
的
に
国
民
に

開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
意
見
交
換
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
三
つ
の
判
断
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
み
な
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。T

rum
p

判
決
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
説
明
や
設
定
と
い
っ
た
そ
の
性
質
、
及
び

一
般
公
衆
が
制
限
な
し
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
、
政
府
関
係
者
に
よ
っ
て
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
客
観

的
・
機
能
的
な
要
素
を
考
察
し
た
上
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
両
判
決
か
ら
は
、
場
所
の
私

有
性
だ
け
に
着
目
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
性
を
否
定
す
る
の
は
、
根
拠
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
の
帰
結
を
導
く
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
判
決
、
特
にT

rum
p

判
決
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
あ
る
い
は
政
府
関
係
者
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
全
体
で
は
な
く
、@

 Chair Phyllis J. Randall

や@
realD

onaldT
rum

p

と
い
う
特
定
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
限
定
さ

れ
た
判
断
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
決
の
結
論
は
、
今
後
、
特
例
的
な
位
置
付
け
と
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
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で
、Randall

判
決
とT

rum
p

判
決
は
、
確
か
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
新
た
な
場
に
適
用
す
る
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

と
し
て
注
目
し
得
る
も
の
の
、
過
大
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
解
釈
論
上
の
論
争

　
　

一　

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る
最
近
の
展
開

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
適
用
で
き
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
、
研
究

者
の
間
で
長
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
適
用
可
能
性
を
め
ぐ
り
、
各
国
の
学
界
に
お
い
て
、
異
な
っ
た
見
解
が
唱
え

ら
れ
て
い
る
。

　

大
勢
を
占
め
て
い
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
消

極
的
な
学
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適

用
す
る
こ
と
の
考
察
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
私
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
財
産
権
や
契
約
の
自
由
と
衝
突
す
る
可
能
性
を
念

頭
に
置
い
た
上
で
、
否
定
的
な
立
場
を
示
し
た
見
解
が
珍
し
く
な
い
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
と
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
、
私
的
な
主
体
に
よ
っ
て
所
有
・
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理

を
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
主
張
す
る
見
解
が
そ
の
代
表
例
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
と
の
間
に
は
、
利
用
規
約
に
基
づ
く
商
業
的
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
支
障
が
あ
る
と
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
が
利
用
規
約
に
基
づ
き
利
用
者
の
表
現
活
動
を
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
、
一
般
公
衆
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

（
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）

（
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）
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ォ
ー
ム
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
類
似
し
て
い
る
と
は
言
え
て
も
、
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
最
新
の
技
術
で
あ
る
た
め
、
長
年
わ
た
っ
て
表
現
活
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ

て
き
た
伝
統
性
・
歴
史
性
の
よ
う
な
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
認
め
ら
れ
る
特
別
な
地
位
を
欠
く
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
見
解
に
対
し
て
、
近
年
、
異
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
表
現
の
自
由
を
促
進
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
そ
れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
概
念
化
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。Packingham

判
決
も
こ
の
よ
う
な
見
解
を
採
用
す
る
判
例
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

各
国
の
研
究
者
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
内
実
を
再
検
討
し
、
当
該
法
理
の
何
が
私
的
な
場
所
に
適
用
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
異
論
を
呈
し
始
め
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

も
拡
張
適
用
で
き
る
と
主
張
す
る
研
究
者
ら
は
、
そ
の
主
張
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
様
々
な
モ
デ
ル
や
メ
タ
フ
ァ
ー
を
引
き
合
い
に

出
す
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
や
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適

用
に
関
し
て
、
解
釈
論
上
の
可
能
性
に
途
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
検
討
に
値
す
る
。

　
　

二　

解
釈
論
上
の
可
能
性
の
探
求

　
（
1
）
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

ロ
バ
ー
ト
・
Ｃ
・
ポ
ス
ト
（Robert C. Post

）
が
提
唱
し
た
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
正
当

化
根
拠
と
し
て
、
解
釈
論
上
の
可
能
性
を
提
供
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
。
ポ
ス
ト
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法

理
が
、
そ
の
場
所
に
お
け
る
政
府
の
権
限
の
性
質
、
つ
ま
り
統
治
（governm

ent

）
と
管
理
（m

anagem
ent

）
と
い
う
政
府
権
限

の
区
別
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ポ
ス
ト
に
よ
る
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
表
現
規
制
を
行
う
際
、

政
府
は
一
般
市
民
の
言
論
を
規
制
す
る
と
い
う
統
治
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
権
限
行
使
は
厳
格
な
制
限
を
受
け
る

（
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）
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）
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べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
、
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
表
現
規
制
の
場
合
は
、
政
府
が
正
当
な
組
織
目
標
に
動
機

づ
け
ら
れ
た
管
理
的
な
権
限
行
使
を
行
う
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
政
府
に
は
敬
譲
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
ま
た
ポ
ス
ト
は
、
管
理
権
限
と
統
治
権
限
の
区
別
が
社
会
的
慣
行
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
共
通
し
、
か
つ
最
も
重
要
な
特
徴
は
「
一
般
公
衆
が
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
財
産
を
利
用
す
る
」
と
い
う
機

能
的
な
側
面
に
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
府
が
そ
の
場
所
を
所
有
す
る
か
ど
う
か
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
認

定
を
左
右
す
る
決
定
的
な
要
素
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
機
能
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
場
所
の
所
有
権
の
所
在
を
問

わ
ず
、
そ
の
場
所
が
表
現
の
自
由
の
行
使
に
奉
仕
す
る
機
能
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
場
所
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
該
当
性
を
判

断
す
る
も
の
で
あ
る
。
場
の
機
能
に
着
目
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
範
囲

が
、
新
た
な
表
現
の
場
と
し
て
設
定
さ
れ
た
私
的
な
場
所
に
も
拡
大
す
る
契
機
を
獲
得
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
（
2
）
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

一
九
九
二
年
のLee

判
決
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
同
意
意
見
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
対
し
て
、
主
に
、

伝
統
性
・
歴
史
性
の
要
件
と
政
府
の
意
図
要
件
と
い
う
判
断
基
準
を
批
判
し
た
上
で
、
あ
る
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
さ

れ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、「
そ
の
歴
史
的
な
系
譜
ま
た
は
財
産
の
性

質
の
分
類
に
関
係
な
く
」、「
討
議
に
適
し
た
、
開
か
れ
た
公
共
の
空
間
と
通
路
」
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
す
の
に
ふ
さ

わ
し
い
と
主
張
す
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
あ
る
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
の

考
慮
要
素
を
三
つ
列
挙
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
ア
）
公
道
や
公
園
の
よ
う
な
伝
統
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
客
観
的
・
機

能
的
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
、（
イ
）
政
府
が
公
衆
の
広
範
な
ア
ク
セ
ス
を
許
容
な
い
し
黙
認
し
て
き
た
こ
と
、（
ウ
）
表
現
活
動
と
場

所
の
通
常
の
利
用
を
重
大
な
仕
方
で
阻
害
し
て
い
な
い
こ
と
、
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の

（
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場
所
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
三
つ
目
の
考
慮
要
素
に
よ
る
と
、
表
現
活
動
が
政
府
の
活

動
を
重
大
な
仕
方
で
阻
害
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
、「
理
論
上
の
両
立
不
能
性
が
想
定
」
さ
れ
て
も
、「
そ
れ
を
除
去
で
き
る
合

理
的
な
時
間
・
場
所
・
方
法
の
規
制
」
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場
所
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
べ
き

で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
対
象
と
な
っ
た
事
件
に
特
有
の
表
現
活
動
で
は
な
く
、
全
体
ま
た
は
一
般
的
な
視
点
か
ら
当
該
場
所

の
通
常
の
使
用
と
表
現
活
動
の
整
合
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、Lee

判
決
に
続
き
、
一

九
九
六
年
のD

enver A
rea

判
決
と
二
〇
一
七
年
のPackingham

判
決
に
お
い
て
、
当
該
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拡
張
し
、
そ
の
射
程
を

公
的
な
議
論
の
た
め
の
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
ま
で
及
ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、Perry

判
決
に
よ
り
確
立
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の

欠
陥
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
法
的
構
成
を
表
現
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
の
促
進
と
い
う
点
に
絞
っ
て
見
直
し
て
い
る
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
見
解
は
、
連
邦
最
高
裁
の
多
数
派
の
固
執
す
る
狭
義
の
歴
史
性
・
伝
統
性
、
政
府
の
主
観
的
意
図
、
及
び
財
産

権
の
帰
属
の
束
縛
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、「
柔
軟
か
つ
広
範
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概

念
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
表
現
の
た
め
の
新
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
社
会
や
技
術
の
発
展
と
と
も
に

進
化
す
る
と
い
う
点
を
重
視
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
範
囲
を
過
度
に
狭
め
る
現
在
の
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、

当
該
法
理
の
本
来
の
目
的
の
実
現
に
奉
仕
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
提
唱
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
基
礎
に
据
え
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
は
、
た
と
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
と

言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
従
来
と
は
異
質
な
新
た
な
表
現
の
場
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
保

護
さ
れ
る
べ
き
必
要
性
と
可
能
性
に
対
し
、
理
論
的
な
支
え
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
。
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（
3
）
法
理
の
シ
ン
プ
ル
化

　

何
十
年
も
前
か
ら
、
法
理
の
シ
ン
プ
ル
化
を
図
る
こ
と
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
判
例
が
ま
だ

複
雑
化
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
見
解
で
あ
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
基
本
的
な
原
則
を
忠
実
に
維
持
す
る
と
と
も

に
、
特
定
の
状
況
に
も
柔
軟
に
対
処
で
き
る
た
め
、
今
日
で
も
評
価
に
値
す
る
。
そ
の
代
表
例
の
一
つ
は
、
一
九
七
二
年
のGrayned

判
決
に
お
い
て
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
が
提
示
し
た
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
意
見
に
よ
る
と
、「
あ
る

場
所
に
お
い
て
表
現
活
動
へ
の
規
制
が
許
さ
れ
る
か
否
か
は
、
当
該
表
現
活
動
が
特
定
の
場
所
の
通
常
の
用
途
と
特
定
の
時
間
に
お
い

て
基
本
的
に
両
立
で
き
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
と
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
。
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
に
よ
る
と
、

表
現
活
動
を
行
う
た
め
に
認
め
ら
れ
る
公
有
地
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
の
有
無
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
財
産
権
や
伝
統
性
・
歴
史
性

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
表
現
活
動
と
当
該
場
所
の
通
常
の
用
途
の
両
立
性
を
見
据
え
た
個
別
的
衡
量
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、
あ
る
場
所
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
該
当
性
は
、
財
産
の
客
観
的
・
物
理
的
な
特
質
に
基
づ
く
両
立
性

の
有
無
に
よ
り
、
一
元
的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
の
下
で
は
、
場
所
の
用

途
に
つ
い
て
の
政
府
の
当
初
の
設
定
が
、
当
該
場
所
で
展
開
さ
れ
る
そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
表
現
活
動
の
基
準
を
決
定
す
る
た
め
、
政
府

に
有
利
に
機
能
す
る
お
そ
れ
が
強
い
。
こ
の
意
味
で
、
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
は
、
表
現
の
自
由
の
保
護
に
と
っ
て
必
ず
し
も
よ
い
結

果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
シ
ン
プ
ル
な

適
用
を
も
た
ら
す
点
で
、
法
理
の
一
貫
性
を
保
持
し
や
す
く
、
ま
た
そ
の
活
性
化
を
促
進
し
や
す
い
と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
代
表
例
と
し
て
、Farber-N

ow
ak

テ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
Ａ
・
フ
ァ
ー
バ
ー
（D

aniel A
. Far-

ber

）
と
ジ
ョ
ン
・
E.
ノ
ワ
ッ
ク
（John E. N

ow
ak

）
は
、
表
現
規
制
に
関
す
る
問
題
を
三
つ
の
基
本
的
な
類
型
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
類
型
に
お
い
て
、
表
現
の
自
由
に
と
り
脅
威
と
な
る
特
定
の
性
質
を
オ
ー
プ
ン
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

（
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の
審
査
基
準
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
るFarber-N

ow
ak

テ
ス
ト
を
提
唱
し
た
。Farber-N

ow
ak

テ
ス
ト
に
よ
る

と
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
を
厳
し
く
審
査
す
べ
き
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
際
は
、「
一
般
公
衆
に
よ
る
表
現
の
媒
介
と
な
る
場
所

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
、
憲
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
表
現
の
自
由
を
阻
害
す
る
か
ど
う
か
」
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、Farber-N

ow
ak

テ
ス
ト
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
本
来
の
目
的
に
立
ち
返
り
、
表
現
の
自
由

に
と
っ
て
の
当
該
場
所
の
重
要
性
と
、
表
現
の
自
由
に
及
ぼ
す
表
現
規
制
の
影
響
を
測
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、Farber-N

ow
ak

テ
ス
ト
は
、
表
現
の
場
所
が
三
つ
の
種
類
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る

か
と
い
う
形
式
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
放
棄
す
る
と
と
も
に
、
政
府
に
よ
る
所
有
・
管
理
・
後
援
（
出
資
）
と
い
っ
た
公
共
的
な
要
素
の
有

無
や
物
理
的
・
地
理
的
な
場
所
の
制
限
を
も
超
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
えFarber-N

ow
ak

テ
ス
ト
は
、
法
理
の
シ
ン
プ

ル
化
を
図
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
新
し
い
表
現

の
場
所
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
拡
張
適
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
伊
藤
正
己
裁
判
官
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理

　

日
本
に
お
い
て
は
、
伊
藤
裁
判
官
が
吉
祥
寺
駅
構
内
ビ
ラ
配
布
事
件
と
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例
事
件
と
い
う
二
つ
の
判
決
で
の
補

足
意
見
を
通
じ
て
展
開
し
た
独
自
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
も
、
解
釈
論
上
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。
吉
祥
寺
駅
構
内
ビ
ラ
配

布
事
件
に
お
い
て
、
伊
藤
裁
判
官
は
「
一
般
公
衆
が
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
お
い
て
ビ
ラ
を
配
布
す
る
と
い
う
表

現
の
自
由
の
行
使
の
た
め
の
手
段
」
と
い
う
点
に
関
し
、
憲
法
の
視
点
か
ら
補
足
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
伊
藤
裁
判
官
は
、
ま
ず
「
あ

る
主
張
や
意
見
を
社
会
に
伝
達
す
る
自
由
を
保
障
す
る
場
合
に
、
そ
の
表
現
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
」

と
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
公
道
、
公
園
、
広
場
の
よ
う
な
「
一
般
公
衆
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
場
所
」
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
本

来
の
利
用
目
的
を
備
え
て
い
る
」
だ
け
で
な
く
、「
表
現
の
た
め
の
場
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
少
な
く
な
い
」
こ
と
か
ら
、
パ
ブ
リ
ッ

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（阪大法学）71（5-165）　1341〔2022. 1 〕



論　　　説

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
場
所
が
「
表
現
の
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
る
時
」

は
、「
所
有
権
や
本
来
の
利
用
目
的
の
た
め
の
管
理
権
に
基
づ
く
制
約
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
」
が
、「
そ
の
機
能
に
か
ん
が
み
、
表
現

の
自
由
の
保
障
を
可
能
な
限
り
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
の
表
現
規
制
に
対
し
、
伊
藤
裁
判
官
は
、
あ
る

表
現
活
動
が
「
主
張
や
意
見
の
有
効
な
伝
達
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
表
現
の
自
由
の
保
障
に
お
い
て
そ
れ
が
も
つ
価
値
」
と
当
該

表
現
活
動
を
「
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
他
の
利
益
」（
表
現
の
自
由
と
所
有
権
、
管
理
権
）
を
具
体
的
状
況
に
お
い
て

比
較
較
量
し
、「
そ
の
許
容
性
を
判
断
す
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
比
較
較
量
を
行
う
際
は
、
表
現
活
動
を
行
う
「
場
所
の
状

況
」、「
規
制
の
方
法
や
態
様
」、「
表
現
活
動
の
態
様
」、「
そ
の
意
見
の
有
効
な
伝
達
の
た
め
の
他
の
手
段
の
存
否
」
と
い
っ
た
要
素
を

全
般
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
私
的
な
所
有
権
、
管
理
権
に
服
す
る
」
場
所
で
あ
っ
て
も
、
上
述
の
よ
う

な
「
パ
ブ
リ
ツ
ク
・
フ
オ
ー
ラ
ム
た
る
性
質
を
帯
有
す
る
と
き
に
は
」、「
表
現
の
自
由
の
保
障
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。
表

現
の
自
由
と
私
的
な
所
有
権
、
管
理
権
を
比
較
較
量
し
て
、
表
現
行
為
を
規
制
で
き
る
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
裁
判
官
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
オ
ー
ラ
ム
論
に
お
い
て
は
、
あ
る
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
た
る
性
質
を
帯
有
す
る
と

言
え
る
か
ど
う
か
が
、
そ
こ
で
の
「
表
現
活
動
を
規
制
で
き
る
か
ど
う
か
」
を
判
断
す
る
た
め
の
利
益
衡
量
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
重

要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
題
と
な
る
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
さ
れ
て
も
、
最
終
判
断
は
、
表
現
の

自
由
の
保
障
の
価
値
と
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
他
の
利
益
（
他
の
基
本
的
人
権
の
内
容
や
侵
害
の
発
生
の
危
険

の
回
避
）
を
併
せ
て
比
較
較
量
し
た
上
で
な
け
れ
ば
決
ま
ら
な
い
。
伊
藤
裁
判
官
は
、
そ
の
後
の
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例
事
件
の
最

高
裁
判
決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
比
較
衡
量
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
裁
判
官
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
は
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
類
型
論
で
は
な
く
、
一
種
の
利
益
衡
量

論
で
あ
る
。
当
該
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
、
あ
る
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
の
要
素
と
さ
れ
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て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
た
る
性
質
を
付
与
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
般
に

人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
場
所
か
ど
う
か
の
評
価
判
断
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
伊
藤
裁
判
官
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法

理
で
言
う
と
こ
ろ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
性
と
は
、
そ
こ
に
政
府
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
般
公
衆
に
公
開
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
藤
裁
判
官
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
下
で
は
、
私
的
な

場
所
で
あ
っ
て
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
し
、
そ
こ
に
対
す
る
表
現
の
た
め
の
ア

ク
セ
ス
権
を
認
め
る
こ
と
も
、
状
況
次
第
で
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　

三　

小
括

　

こ
こ
ま
で
の
叙
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
以
下
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
が
憲
法
上
の
審
査
を
受
け
る
べ
き
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
法
理
の
ル
ー
ツ
に
立
ち
返
り
、
そ
の
法
理
の
基
本
的
発
想
と
根
本
目
的
を
確
認
し
た
上
で
、
表
現
の
自
由
を
よ
り
よ
く
保
障
す
る
た

め
の
法
的
ツ
ー
ル
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法

理
は
、
自
分
の
意
見
を
伝
達
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
を
欠
く
表
現
者
に
対
し
て
表
現
の
た
め
の
場
所
を
提
示
し
、
情
報
や
意
見
を
伝
達

す
る
た
め
の
場
所
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
を
公
権
力
に
よ
る
制
限
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
に
よ

る
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
根
底
に
は
思
想
の
自
由
市
場
論
が
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
表
現
規
制
の

厳
し
い
審
査
は
、
当
該
場
所
が
持
つ
「
思
想
の
自
由
市
場
の
促
進
」
と
い
う
機
能
を
保
障
す
る
た
め
に
あ
る
と
言
う
。
公
道
や
公
園
の

よ
う
な
場
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
場
所
が
不
特
定
多
数
の
人
々
に
対
し
て
継
続
的
に
開
か

れ
、
多
種
多
様
な
思
想
や
情
報
の
自
由
な
交
換
の
た
め
の
自
由
市
場
と
し
て
機
能
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

連
邦
最
高
裁
の
多
数
意
見
か
ら
導
か
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
は
、
そ
の
場
所
に
対
す
る
財
産
権
の
所
在
、
狭
義
の
歴
史

（
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性
・
伝
統
性
、
政
府
の
主
観
的
な
意
図
と
い
っ
た
事
情
を
重
視
し
、
そ
う
し
た
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
を
厳
格
に
審

査
す
る
と
い
う
形
式
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
固
執
し
て
、
上
記
の
基
本
的
発
想
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
を
い
く
つ
か
の
時
代
遅
れ
の
典
型
的
な
表
現
の
場
所
に
限
定
す
る
と
い
う
隘
路
に
陥
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
最
高
裁
の
多
数
意
見
か
ら
導
か
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
が
採
用
し
た
形
式
的
な
判
断
仕
組
み
は
、
一
面

か
ら
見
れ
ば
、
明
確
性
と
一
貫
性
を
有
す
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
形
式
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
か
否
か
の
判
断
が

先
行
す
る
た
め
、
柔
軟
性
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
自
由
の
積
極
的
な
保
護
と
い
う
法
理
の
本
来
の
目
的
と
必
ず
し
も
合
致
し
な

い
。
法
理
の
本
来
の
目
的
と
の
一
貫
性
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
社
会
や
技
術
の
進
展
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
も
保
持
で
き
る
た
め
、

あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
を
厳
格
に
審
査
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
規
制
の
実
質
論
を
中
心
と
す
る
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
場
所
が
表
現
し
た
い
人
と
そ
の
表
現
を
受
け
取
る
聴
衆
と
を
結
び

つ
け
る
機
能
を
有
す
る
の
か
ど
う
か
、
表
現
規
制
が
そ
の
場
所
の
当
該
機
能
の
発
揮
に
対
し
て
脅
威
を
も
た
ら
す
の
か
ど
う
か
、
十
分

に
考
察
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
連
邦
最
高
裁
の
多
数
意
見
か
ら
導
か
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
下
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
が
憲
法
上

厳
し
く
審
査
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
主
と
し
て
、
狭
義
の
伝
統
性
・
歴
史
性
、
政
府
の
主
観
的
な
意
図
、
財
産
権
の
帰
属
と
い
っ
た
指

標
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
指
標
へ
の
依
存
は
、
法
理
の
本
来
の
目
的
と
矛
盾
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
法
理
の
適
用
を
い
く
つ
か
の
時
代
遅
れ
の
典
型
的
な
表
現
の
場
所
に
限
定
す
る
結
果
に
陥
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
か
か
る
危
惧

を
回
避
す
る
た
め
の
見
解
と
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
伊
藤
裁
判
官
の
補
足
意
見
の
方
が
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
両

者
の
見
解
は
、
上
記
指
標
の
束
縛
か
ら
脱
却
し
、
問
題
と
さ
れ
た
場
所
そ
の
も
の
の
機
能
的
な
性
質
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
指
標
の
束
縛
か
ら
脱
却
し
、
場
所
の
公
開
性
の
程
度
や
利
用
実
態
と
、
表
現
目
的
で
の
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
規
制
が
表

（
69
）

（阪大法学）71（5-168）　1344〔2022. 1 〕



インターネット・プラットフォームにおけるパブリック・フォーラム法理の適用可能性に関する一考察（二・完）

現
の
自
由
を
損
な
う
蓋
然
性
や
深
刻
度
、
そ
の
拒
否
の
背
後
に
あ
る
公
権
力
の
支
配
力
の
有
無
と
い
っ
た
表
現
規
制
の
及
ぼ
す
影
響
や

性
質
を
正
面
か
ら
取
り
込
み
、
実
質
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
五
章　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
可
能
性
？

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
表
現
の
自
由
と
場
所
の
関
連
性
と
い
う
点
に
着
目
す
る
表
現
の
自
由
の
法
理
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
に
対
す
る
憲
法
的
統
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
再
考
し

て
み
る
こ
と
に
も
十
分
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
現
時
点
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
が
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
定
説
は
な
い
。
た
だ
し
、
定
説
は
な
い
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
場
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
に
対
し
、
否
定
的
な
立
場
を
採
用
す
る
判
決
と
学
説
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
大
勢
を
占
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
立
場
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
に
好
意
的
な
態
度
を
示

す
裁
判
官
も
存
在
し
て
い
る
し
、
こ
れ
を
支
持
す
る
学
説
も
少
な
く
な
い
。
先
に
検
討
し
た
近
時
の
裁
判
例
及
び
解
釈
論
上
の
探
求
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
す
る
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
も
十
分
に

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
の
多
数
意
見
か
ら
導
か
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
束
縛
か
ら
脱

却
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
基
本
的
発
想
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
、
再
構
成
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
再
構
成
の
方
向
性
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

一　

規
制
の
実
質
論
を
中
心
と
す
る
判
断
の
仕
組
み
へ

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
本
来
の
目
的
と
の
一
貫
性
を
保
ち
つ
つ
、
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
、
表
現
の
自
由
を
促
進
す
る
た
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め
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
形
式
的
な
判
断
の
仕
組
み
を
放
棄
し
、
規
制
の
実
質
論
を
こ
そ
第
一
に
論
じ
る
、
よ
り

シ
ン
プ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
が
憲
法
上
、
厳
し
く
審
査

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
問
題
と
な
っ
た
場
所
そ
の
も
の
、
そ
こ
で
の
表
現
活
動
、
表
現
規
制
の
性
質
及
び
実
態
に
焦
点
を
当
て
、
問
題

を
実
質
的
に
検
討
し
た
上
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
場
所
が
表
現
の
自
由
の
活
性
化
に

対
し
て
果
た
す
役
割
、
例
え
ば
、
そ
の
場
所
が
思
想
の
自
由
市
場
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
あ

る
場
所
が
思
想
の
自
由
市
場
と
し
て
表
現
の
自
由
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
場
合
は
、
表
現
の
た
め
の
当
該
場
所
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
、
憲
法
上
、
手
厚
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
該
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
規
制
が
憲
法
上
、
厳
し
く
審
査
さ
れ
る
べ
き
か
ど

う
か
は
、
当
該
規
制
が
表
現
の
自
由
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
規
制
の
背
後
に
あ
る
公
権
力
の
介
入
の
有
無
と
い

っ
た
、
表
現
規
制
に
関
す
る
問
題
を
考
察
し
た
上
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
規
制
の
実
質
論
を
中
心
と
す
る
、
よ
り
シ

ン
プ
ル
な
判
断
の
仕
組
み
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

二　

機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換

　

ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
伊
藤
裁
判
官
の
補
足
意
見
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
最
近
の
判
例
か
ら
見
る
と
、
機
能
的
ア
プ
ロ
ー

チ
へ
の
転
換
と
い
う
方
向
性
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
、
狭
義
の
伝
統
性
・
歴
史
性
、
政
府
の
主
観
的
な
意
図
、
財
産
権
の
帰
属
と
い
っ
た

指
標
の
束
縛
か
ら
脱
却
し
、
問
題
と
さ
れ
た
場
所
そ
の
も
の
の
機
能
的
な
性
質
に
焦
点
を
当
て
て
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
規
制
が
憲
法

上
、
厳
し
く
審
査
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
あ
る
場
所
が
表
現
の
自
由
に
対
し
て
重
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
て
考
察
す

べ
き
で
あ
る
。
一
つ
は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
に
対
し
て
継
続
的
に
開
か
れ
て
い
て
、
一
般
公
衆
が
自
由
か
つ
広
範
に
出
入
り
で
き
る

場
所
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
場
所
が
一
般
公
衆
に
よ
っ
て
実
際
に
思
想
や
情
報
の
自
由
な
交
換
の
た
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め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
素
の
有
無
は
、
場
所
の
従
来
的
な
利
用
実
態
や
場
所
に
つ
い
て
の
設

定
を
検
討
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
要
件
を
同
時
に
満
た
す
場
合
は
、
当
該
場
所
が
表
現
の
自
由
に
対
し
て
重

要
な
機
能
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
だ
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
含
ま
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
の

性
質
を
、
共
同
体
全
体
に
関
わ
る
こ
と
、
平
等
か
つ
一
般
に
開
放
・
利
用
す
る
こ
と
と
理
解
す
る
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
表
現
の
自
由
に
対
し
て
重
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拒
否
す
る
こ
と
が
、
表
現
の
自
由
の
行
使
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
際
は
、
当
該
規
制
が
内
容
に
基
づ
く
規
制
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
時
・
場
所
・

方
法
の
内
容
中
立
的
な
規
制
で
あ
る
の
か
に
留
意
し
、
両
者
を
区
別
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
伊
藤
裁
判
官
の
補

足
意
見
も
参
考
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
ア
）
規
制
の
方
法
や
態
様
、（
イ
）
表
現
活
動
の
態
様
、（
ウ
）
そ
の
意
見
の
有
効
な
伝

達
の
た
め
の
他
の
手
段
の
存
否
、
と
い
っ
た
諸
要
素
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
現
規
制
に
関
す
る
こ
う
し

た
機
能
的
・
客
観
的
考
察
を
通
じ
て
、
表
現
場
所
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
規
制
が
表
現
の
自
由
を
損
な
う
蓋
然
性
・
深
刻
度
を
判
断
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
表
現
場
所
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
規
制
が
ど
の
程
度
、
表
現
の
自
由
を
損
な
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
当
該
拒
否
の
背

後
に
あ
る
公
権
力
が
ど
の
程
度
の
支
配
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
自
由
を
主
張
す
る
側
に
と
っ
て
、
証
明
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
表
現
の
自
由
の
擁
護
に
と
っ
て
も
不
利
な
結
果
を
導
く
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
む
し
ろ
公
権
力
に
よ
る
表
現
規

制
に
対
し
て
は
、
懐
疑
的
な
態
度
を
維
持
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
表
現
規
制
を
行
う
公
権
力
の
側
に
ア
ク
セ
ス

規
制
の
正
当
化
を
論
証
す
る
責
任
を
課
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
公
権
力
に
対
し
て
は
、
あ
る
場
所
で
の
表
現
活
動
を
規
制
す
る

前
に
、
当
該
活
動
が
そ
の
場
所
の
通
常
の
使
用
に
対
し
て
、
実
際
上
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
い
っ
た
事
情
を
示
す
証
拠
の
提
出
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
表
現
活
動
を
規
制

（
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し
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公
権
力
に
対
し
、
表
現
の
自
由
へ
の
制
限
の
度
合
い
が
小
さ
い
他
の
選
択
肢
を
拒
否

し
た
理
由
を
説
明
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

機
能
的
な
判
断
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
社
会
や
技
術
の
変
化
に
対
す
る
順
応
度
を
高
め
、
法
理
の
柔
軟
な
対
応
に
資
す
る
と
い

う
効
果
が
期
待
で
き
る
。
変
化
の
激
し
い
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
に

利
点
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　

三　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
特
性
に
基
づ
く
考
察

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
が
私
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
機
能
上
の
多
様
性
・

複
雑
性
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
の
際
に
も
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
み
な
さ
れ
た
後
の

ル
ー
ル
設
定
の
際
に
も
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
考
慮
し
て
問
題
に
対
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
第
二
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
多
様
性
・
複
雑
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ

て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
様

性
・
複
雑
性
を
踏
ま
え
、
個
別
的
か
つ
選
択
的
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
そ
れ
自

体
は
、
単
純
に
公
園
や
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
例
え
ら
れ
る
よ
り
、
む
し
ろ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
両
方
が
同
時
に
存
在
す
る
、
比
較
的
広
大
で
複
雑
な
都
市
に
例
え
ら
れ
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「Y

ahoo

ニ

ュ
ー
ス
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
各
種
情
報
の
掲
載
の
た
め
に
設
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
場
所
に
情
報
を
掲
載
す
る
者
に
対
し
て
、
広
く
一
般
に
表
現
の
場
所
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
た

（
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め
、
表
現
活
動
を
行
う
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
す
る
必
要
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、Face-

book

やT
w

itter

の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
共
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
、Y

ouT
ube

等
の
ビ
デ
オ
共
有
サ
イ
ト
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
、
一
般
公
衆
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
や
表
現
の
た
め
の
利
用
に
完
全
に
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
情
報
や
意
見
を
掲
載
・
交
換
す
る
た
め
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
表
現
活
動
を
行
う
た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
実
際
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
以
上
、

こ
れ
ら
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
あ
る
い
は
そ
の
背
後
に
い
る
公
権
力
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
し

た
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
掲
載
し
た
情
報
を
一
方
的
に
削
除
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
や
掲
示
板
、
あ
る

い
は
特
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
やY

ouT
ube

の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
は
、
通
常
、
そ
の
所
有
者
・
管
理
者
自
ら
が
表
現
し
た
単
純
な
情
報
の
掲
載
部

分
と
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
メ
ン
ト
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
場
を
加
え
た
対
話
性
の
あ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
部
分
の
両
方
が
同
時
に

含
ま
れ
て
い
る
。
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
こ
に
コ
メ
ン
ト
を
し
た
い
ユ
ー
ザ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
限
り
、

当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。Randall

判
決
とT

rum
p

判
決

で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
特
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
、
特
に
そ
の
コ
メ
ン
ト
部
分
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
認
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
特
定
の
ユ
ー
ザ
ー
が
当

該
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
コ
メ
ン
ト
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
表
現
活
動
が
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
開
放
的
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
実
は
様
々
な
主
体
が
関
与
し
利
害
が
錯
綜
し
て
い
る
上
、
各
種
の
ル
ー
ル
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
っ

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
世
界
と
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
的
な
主
体
で
も
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
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ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
所
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
所
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
独
占
的
に

支
配
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
の
表
現
規
制
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
法
理
に
よ
っ
て
規
律
す
る
こ
と
は
、
一
層
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
何
ら
か
の
形
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
特
定
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
設
計
す
る
義
務
を
課

し
、
あ
る
い
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
活
動
を
間
接
的
に
規
制
す
る
こ
と
も
問
題
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
間
接
的
規
制
の
場
合
、
表
現
活
動
が
本
当
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
規
制
さ
れ
て

い
る
の
か
、
外
か
ら
感
知
・
判
断
さ
れ
に
く
い
場
合
が
多
い
。
公
権
力
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
に
積
極
的
に

関
与
し
、
そ
こ
か
ら
管
理
者
を
通
じ
て
表
現
活
動
に
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
表
現
活
動
の
場
の
機
能
や
性
質
を
歪
め
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
こ
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
依
拠
し
て
、
場
の
規
律
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
介
し
た
規
制
構
造
の
不
透
明
性
や
認
識
困
難
性
に
鑑
み
る
と
、
当
該
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
位
置
づ
け
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
表
現
の
自
由
の
行
使
は
必

ず
し
も
手
厚
く
保
護
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
公
権
力
主
体
と
私
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
・

管
理
と
の
関
わ
り
合
い
の
程
度
を
考
慮
に
入
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
可
能
性
と
限
界
を
同
時
に
検
討
す
る
こ
と

の
方
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

（
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お
わ
り
に　

今
後
の
課
題

　

以
上
の
三
点
を
踏
ま
え
た
再
構
成
を
施
す
こ
と
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
場
に
対
し
て
も
適
用
可
能
に
な
る
。
そ
の
限
り
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
所
有
・
管
理
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
の
問
題
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
枠
内
で
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
が
、
元
々
、
表
現
目
的
を
も
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
場
所
に
ア
ク
セ

ス
す
る
権
利
を
公
権
力
に
よ
る
制
限
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
法
理
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

の
適
用
に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
こ
と
は
、
表
現
の
場
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
公
権
力
の
介
入
の
排
除

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
所
有
・
管
理
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
私
的

な
主
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
私
的
な
主
体
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
設
計
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
表
現
活
動
を
規
律
す
る
場
合
は
、
当
該
私
的
な
主
体
の
行
為
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に

よ
り
規
律
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
公
権
力
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
所
有
・
管
理
し
、
そ
の
上
で

の
表
現
活
動
を
規
制
す
る
場
面
で
は
、
当
該
公
権
力
の
行
為
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
よ
り
規
律
で
き
る
。
ま
た
、
公
権

力
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
所
有
・
管
理
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と

を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
と
利
用
規
約
、
ポ
リ
シ
ー
の
設
定
を
操
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
表
現
の
場
と
し
て
の
機
能
を
歪
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
で
の
表
現
活
動

を
規
制
す
る
場
合
も
、
公
権
力
の
介
入
を
規
律
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
に
照
ら
す
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
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ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
と
い

う
、
表
現
の
場
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
操
作
を
通
じ
た
表
現
規
制
の
規
律
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
後
者
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の

ア
ク
セ
ス
規
制
に
か
か
る
公
権
力
の
介
入
の
有
無
や
程
度
を
感
知
・
判
断
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
公
権
力
の
介
入
は
、
法

的
・
強
制
的
措
置
以
外
に
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
は
、
不
可
視
性
や
認
識
困
難
性
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
操
作

等
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
あ
る
表
現
者
あ
る
い
は
表

現
活
動
が
規
制
さ
れ
る
際
に
、
当
該
表
現
規
制
が
ど
の
主
体
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と

は
、
ア
ナ
ロ
グ
世
界
に
お
け
る
公
園
で
の
表
現
禁
止
と
い
っ
た
場
合
と
は
違
い
、
明
確
に
認
識
さ
れ
る
可
能
性
が
低
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
鑑
み
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
位
置
づ
け
る
と
し
て
も
、
公
権
力
の

介
入
を
認
識
・
証
明
し
に
く
い
た
め
、
そ
こ
で
の
表
現
規
制
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
よ
り
確
実
に
規
律
さ
れ
な
い
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
に
際
し
て
、
公
権
力
の
介
入
の
認
識
・
証
明
の

困
難
さ
と
い
う
問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
点
が
、
重
要
な
課
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
現
時
点
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法

理
が
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
定
説
は
、
未
だ
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
も
学
界
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
上

記
の
方
向
性
に
沿
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
再
構
成
し
て
も
、
な
お
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
実
効
性

が
ど
う
担
保
さ
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
パ
ブ
リ
ッ
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ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
該
当
性
判
断
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
た
方
が
良
い
の
か
、
立
法
府
に
よ
る
明
確
な
要
件
化
の
下
に
置
く
べ
き
な

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
私
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
一
方
に
お
い
て
表
現
の
自
由
の
保
護
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
実
効
性
を
発
揮
で
き
る
の
か
、

他
方
に
お
い
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
自
ら
の
利
益
と
ど
う
折
り
合
い
を
付
け
る
べ
き
な
の
か
、
公
権
力
の
関
与
の
排
除
要
求
と

秩
序
の
維
持
の
た
め
の
公
権
力
に
よ
る
規
制
要
求
と
の
ジ
レ
ン
マ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
調
整
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ

た
重
要
な
課
題
も
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
認
定
し
た
場
合
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
有
害
言
論
と
関
わ

っ
て
、
そ
れ
ら
と
人
格
的
権
利
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
整
す
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
と
す
る
と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
も
、
自
ら
は
支
持
し
な
い
他
者
の
自

由
な
表
現
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
他
者
の
表
現
の
自
由
に
配
慮
す
る
と
い

う
要
求
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
自
己
の
権
利
と
の
衝
突
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
社
会
・
技
術
の
急
速
な
進
展

に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
が
根
本
的
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
そ
こ

に
対
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
を
依
然
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
、
想
像
を
超
え
た
問
題
を
生
む
と
い
う
お
そ
れ
も
否
定

で
き
な
い
。
ほ
か
に
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
と
、
元
々
の
法
理
が
本
来
的
に
有
し
て
い
た

基
本
的
発
想
と
新
た
に
流
れ
込
ん
で
き
た
異
質
な
要
素
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
の
枠
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、

結
果
的
に
表
現
の
自
由
の
保
障
が
弱
体
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
懸
念
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
を
適
切
に
規
律
す
る
こ
と
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

（
73
）

（
74
）
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ォ
ー
ム
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
行
使
を
手
厚
く
保
護
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
と
名
付
け
ら
れ
た
著
名
な
表
現

の
自
由
の
法
理
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
拡
張
適
用
す
る
可
能
性
を
探
求
し
て
き
た
。
本
稿
は
主
に
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
判
例
と
学
説
を
検
討
対
象
と
し
た
が
、
こ
こ
で
再
構
成
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
法
理
及
び
そ
れ
に
よ
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
の
統
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
日
本
や
中
国
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た
表
現
規
制
の
問
題
に
対
処
す
る
際
に
、
比
較
憲
法
的
な
意
味
で
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
国
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
日
本
や
中
国
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
た

表
現
規
制
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
の
検
討
は
、
日
本
及
び
中
国
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る
と
言
え

る
。

U
nited States v. A

m
erican Library A

ssociation, 539 U
.S. 194 (2003).

Id. at 204-06.
Loving v. Boren, 956 F. Supp. 953 (W

.D
. O

kla. 1997), affʼd, 133 F.3d 771 (10th Cir. 1998).
Loving, 956 F. Supp. at 955.
Sutliffe v. Epping School D

istrict, 584 F. 3d 314, 317, 333 (1st Cir. 2009).
Id. at 333.
Putnam

 Pit, Inc. v. City of Cookeville, 23 F. Supp. 2d 822 (M
.D

. T
enn. 1998), aff'd, 221 F.3d 834 (6th Cir. 2000).

Putnam
 Pit, 221 F.3d at 836-44.

M
CSi, Inc. v. W

oods, 290 F. Supp. 2d 1030, 1031-33 (N
.D

. Cal. 2003).
N

ew
. N

et, Inc. v. Lavasoft, 356 F. Supp. 2d 1090, 1092 (C.D
. Cal. 2004).

Id. at 1107.
Id. at 1107 (citing D

am
on v. O

cean H
ills Journalism

 Club, 85 Cal. A
pp. 4th 468, 475, 102 Cal. Rptr. 2d 205 (2000)).

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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7
）
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8
）
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A

m
pex Corp. v. Cargle, 128 Cal. A

pp. 4th 1569, 1570, 27 Cal. Rptr. 3d 863 (2005).
See, e.g., H

effron v. Socʼy for K
rishna Consciousness, 452 U

.S. 640 (1981); Reno v. A
CLU

, 521 U
.S. 844 (1997); 

Packingham
 v. N

orth Carolina, 137 S. Ct. 1730 (2017).
Packingham

, 137 S. Ct. at 1730. Packingham

判
決
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
将
来
の
潜
在
的
な
被
害
者
に

連
絡
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
性
犯
罪
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
が
特
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
法
第
一
四
章
第
二
〇
二
・
五
条
で
あ
る
。

Id. at 1735.
Id. at 1736.
Id. at 1736-37 (quoting Reno v. A

m
erican Civil Liberties U

nion, 521 U
.S. 844, 970 (1997)).

Packingham
, 137 S. Ct. at 1743.

D
avison v. Loudoun County Board of Supervisors, 267 F. Supp. 3d 702 (E.D

. V
irginia 2017), aff'd, 912 F.3d 666 (4th 

Cir. 2019).　

当
該
判
決
で
争
わ
れ
た
の
は
、
被
告
で
あ
るRandall

が
郡
の
監
査
委
員
会
委
員
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
開
設
し
た@

 Chair 
Phyllis J. Randall 

と
い
うFacebook
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
原
告D

avison

は
、
当
該Facebook

ペ
ー
ジ
に
書
き
込
ん
だ
批
判
意
見
が
削
除

さ
れ
、
彼
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
当
該Facebook
ペ
ー
ジ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、Randall

に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
、
批
判
意
見

の
削
除
と
ブ
ロ
ッ
ク
行
為
が
自
身
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
し
た
と
主
張
し
た
。

D
avison, 912 F.3d 666, at 716 (citing Packingham

 v. N
orth Carolina, 137 S. Ct. 1730, 1735 (2017)).

D
avison, 912 F.3d at 718.

D
avison v. Randall, 912 F.3d 666 (4th Cir. 2019).

Id. at 687-88.
K

night First A
m

endm
ent Inst. at Colum

bia U
niv. v. T

rum
p, 302 F. Supp. 3d 541 (S.D

.N
.Y

. 2018), aff'd, 928 F.3d 226 
(2d. Cir. 2019). 

原
告
ら
が
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
大
統
領
を
批
判
し
た
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
対
話
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
原
告
ら
は
、
大
統
領
のT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
が
指
定
的
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
被
告
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
行
為
に
よ
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
権
利
が
侵
害
さ
れ

（
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た
と
主
張
し
、
提
訴
に
及
ん
だ
。

K
night First A

m
endm

ent Inst. at Colum
bia U

niv. v. T
rum

p, 302 F. Supp. 3d 541, 566, 570-73 (S.D
.N

.Y
. 2018).

Id. at 550-51.
Id. at 551.
Id. at 566.
Id. at 566 (citing Prom

otions, Ltd. v. Conrad, 420 U
.S. 546, 555 (1975)).

T
rum

p, 302 F. Supp. 3d at 566.
Id. at 567.
Id. at 580.
K

night First A
m

endm
ent Inst. at Colum

bia U
niv. v. T

rum
p, 928 F.3d 226, 234-35 (2d. Cir. 2019).

Id. at 235-36.
Id. at 236-37.
Id. at 240.

平
地
秀
哉
「『
公
共
空
間
』
と
憲
法
理
論
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
四
二
号
（
二
〇
一
六
）
四
一
頁
参
照
。

See, e.g., D
aw

n C. N
unziato, T

he D
eath of the Public Forum

 in Cyberspace, 20 B
erk

eley T
ech. L. J. 1115, 1116 

(2005); Enrique A
rm

ijo, K
ill Sw

itches, Forum
 D

octrine, and the First A
m

endm
ent's D

igital Future, 32 C
a
rd
o
zo A

rt
s &

 
E
n
t. L. J. 411, 411 (2014); Sam

antha Briggs, N
ote, T

he Freedom
 of T

w
eets: T

he Intersection of G
overnm

ent U
se of Social 

M
edia and Public Forum

 D
octrine, 52 C

o
lu
m. J. L. &

 S
o
c. P

ro
bs. 1, 29 (2018).

See, e.g., Edw
ard J. N

aughton, Is Cyberspace a Public Forum
? Com

puter Bulletin Boards, Free Speech, and State 
A

ction, 81 G
eo. L. J. 409, 431 (1992).

See Id. at 431.
See, e.g., Grefrath, #Losing the T

hread: R
ecognizing A

ssem
bly R

ights in the N
ew

 Public Forum
, 85 B

ro
o
k. L. R

ev. 
217, 241-42 (2019); N

aughton, supra note (40), at 431.
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ポ
ス
ト
の
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
様
に
、Curtis Berger

も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当
た
る
か
否
か
の
判
定
は
、
機
能
的

に
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。See Curtis J. Berger, Prune Y

ard R
evisited: Political A

ctivity on Private Lands, 66 
N

.Y
.U

. L. REV
. 633, 656 (1991).

See Robert C. Post, Betw
een G

overnance and M
anagem

ent: T
he H

istory and T
heory of the Public Forum

, 34 U
CLA

 
L. R

ev. 1713, 1766 (1987).
Id. at 1782.
Id.
See R

o
bert C. P

o
st, C

o
n
st
it
u
t
io
n
a
l D

o
m
a
inS: D

em
o
cra

cy, C
o
m
m
u
n
it
y, M

a
n
a
gem

en
t 186-87 (1995).

Post, supra note (44), at 1782.
Id. at 1834.
Intʼl Socʼy for K

rishna Consciousness v. Lee, 505 U
.S. 672, 694-95 (1992) (K

ennedy, J., concurring).
Id. at 672.
Id. at 697-98 (K

ennedy, J., concurring).
Id. at 698-700 (K

ennedy, J., concurring).
Id. at 699 (K

ennedy, J., concurring).
Id. at 700 (K

ennedy, J., concurring).
Id. at 727 (K

ennedy, J., concurring); Packingham
, 137 S. Ct. at 1730.

See Steven G. Gey, R
eopening the Public Forum

-From
 Sidew

alks to Cyberspace, 58 O
h
io S

t. L. J. 1535, 1559 (1998).
Id.「

基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
判
例
を
整
理
す
る
も
の
と
し
て
、
横
大
道
聡
「
公
的
言
論
助
成
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
観
点
差
別
─
─
連
邦
最
高
裁
判
決
の
検
討
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
六
五
号
（
二
〇
〇
五
）
一
七
六
頁
、
長
岡
徹
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
の
展
開
」
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
六
四
巻
（
一
九
八
五
）
六
二
、
六
三
頁
、

松
田
浩
「『
パ
ブ
リ
ッ
ク
』『
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
─
─
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
２
つ
の
闘
争
」
長
谷
部
恭
男
編
『
講
座
・
人
権
論
の
再
定
位
３
・
人

（
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権
の
射
程
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
二
）
一
八
二
頁
等
が
あ
る
。

G
rayned v. Rockford, 408 U

.S. 104, 116 (1972).
See Gey, supra note (57), at 1561.
See D

aniel A
. Farber &

 John E. N
ow

ak, T
he M

isleading N
ature of Public Forum

 A
nalysis-Content and Context in 

First A
m

endm
ent A

djudication, 70 V
a. L. R

ev. 1219, 1224-25 (1984). 

表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
問
題
の
基
本
的
な
類
型
と
し
て
、

Farber
とN

ow
ak

は
（
ア
）
最
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
特
定
の
表
現
も
し
く
は
特
定
の
種
類
の
表
現
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
、（
イ
）

表
現
の
時
間
・
場
所
・
方
法
に
関
す
る
内
容
的
に
中
立
的
な
規
制
、（
ウ
）
特
定
の
表
現
者
や
特
定
の
物
理
的
な
状
況
下
に
の
み
適
用
さ
れ
、

表
現
の
物
理
的
・
社
会
的
環
境
に
与
え
る
独
特
の
影
響
を
強
調
し
た
複
合
的
な
規
制
ま
た
は
状
況
に
応
じ
た
規
制
、
と
い
う
三
つ
を
提
示
し
た
。

Id. at 1223.
Id. at 1266.
Farber-N

ow
ak

テ
ス
ト
と
類
似
し
て
、
表
現
の
た
め
に
あ
る
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拒
否
す
る
こ
と
が
憲
法
上
、
厳
し
く
審
査
さ
れ
る

べ
き
か
を
判
断
す
る
際
に
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See Gey, supra note (57), at 1573-74.
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インターネット・プラットフォームにおけるパブリック・フォーラム法理の適用可能性に関する一考察（二・完）
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